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線分ＡＢがあるとき、それを二等分する点の
ことを中点という。
中点を通り、線分ＡＢに垂直な直線のことを
垂直二等分線という。

線分ＡＢの垂直二等分線の線上にある点は、
点Ａと点Ｂから等しい距離にある。
そのため、次の図のように垂直二等分線上に
点Ｃや点Ｄがあるとき、
線分ＡＣと線分ＢＣの長さは等しく、
線分ＡＤと線分ＢＤの長さは等しい。

垂直二等分線の線上にある点は、点Ａと点Ｂから等しい距離となるため、
線分ＡＢの垂直二等分線はコンパスを使って下のようにかくことができる。

①点Aを中心として
　適当な大きさの
　円をかく。

この円上の点は、
点Ａから等しい
距離にある。

この円上の点は、
点Ｂから等しい
距離にある。
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②点Ｂを中心として
　同じ大きさの
　円をかく。

③２つの円の交点を結ぶ
　直線をかくと線分ＡＢの
　垂直二等分線となる。

２つの円の交点は、点Ａと
点Ｂから等しい距離にあ
る。
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